
モニ1000里地調査の概要や今までの成果、サイト募集についてお伝えする

説明会を全国３ヵ所で開催します！

５年に一度、全国から調査地募集！

みなさんは、身近な里山で様々な生き物に出会っていませんか？

モニタリングサイト1000里地調査は、そんな里山の生き物の記録を

全国から集め、自然の変化を把握し保全に役立てることを目的とし

た調査です。開始から10年が経過し、全国の調査地で毎年1500人

もの方が参加されています。今までの調査結果からノウサギの減少

などの変化が明らかとなってきました。

今回、2018年度からの５年間新たに調査にご協力いただける調査

地・調査員を募集します。調査項目は植物やホタル、カエルなど９つ

あり、好きな項目を選んでエントリーできます。

この機会にぜひご応募ください！

応募期間

2017 年

7/1

土 10/16

月

募集の詳細は裏面をご覧ください

 環境省のモニタリング調査地と
して登録され、活動をアピール
できる

 調査結果を
他の調査地と比較できる

 調査員向けの調査講習会や

勉強会、交流会へ参加できる！

参加のメリット！

里山の自然をしらべる全国調査

新しい調査地を募集します！

東北エリア

 日時：7 月 22 日（土）

 会場：山形大学小白川キャンパス

１号館11番教室（山形市小白川町1-4-12）

 内容：

講演「野生動物が生態系へ与える

影響と市民モニタリングの可能性」

およびサイトの応募方法の説明

東京エリア

 日時：8 月 19 日（土）

 会場：中央区環境情報センター

研修室１・２（東京都中央区京橋3-1-1）

 内容：

モニ1000里地調査の概要と

今までの成果、各調査項目の説明

およびサイトの応募方法の説明

山陰エリア

 日時：9 月 24 日（日）

 会場：岩美町立 渚交流館

（鳥取県岩美郡岩美町牧谷690-20）

 内容：

モニ1000里地調査の概要と

成果、サイトの応募方法の説明、

調査体験（植物相・鳥類調査を予定）

モニタリングサイト1000里地調査 第4期一般サイト募集のお知らせ

在来植物種数とシカの撮影頻度

調査でわかってきたこと ノウサギの減少

ノウサギの撮影個体数が全国で

年10％ずつ減少していることが

分かりました。
シカが確認

できるサイト

に限ると、シ

カの撮影頻度

が高い場所ほ

ど、在来植物

の種数が減少

していました。

※各説明会の詳細情報や参加方法などは裏面にあるウェブサイトからご確認ください。



第４期 一般サイト応募要領 概要

■ お問合せ・資料請求先

Ⅰ 募集対象

Ⅱ 調査の概要

１．調査実施主体：

特定の里山において、「モニタリングサイト1000里地調査 調査マニュアル」に定められた方法で

調査をボランティアで実施していただけるグループまたは個人

２．応募資格：

①特定の里山で自然環境調査や保全活動を実施している（または今後予定している）グループまたは個人

②調査項目のうち最低１つの項目を継続して実施できる体制または状況が整っていること

③本プロジェクトの趣旨を理解し、保全施策の検討や調査研究等のために

得られたデータを積極的に活用することに賛同できること

１．調査項目：

表の９項目のうち、最低１つを選択してください。

２．調査期間：

２０１８年４月～２０２３年３月の５年間

※哺乳類・水環境調査では調査に必要な機材を貸与します。

Ⅲ 応募の手続きと今後のスケジュール

モニタリングサイト1000里地調査

１．応募方法：

下記ウェブサイトから応募要領・申請書をご確認

ください。ウェブサイトをご覧になれない方は、下記

連絡先までご連絡いただき、応募要領および申請

書をお取り寄せください。

２．募集スケジュール（予定）：

応募 選考・決定 登録手続き 調査開始

7 月1 日 ～10 月16 日 10 月17 日 ～ 12 月 2018年 1 ～ 3 月 2018年 4 月 ～

※応募いただいた方全員に
12月末までに選考結果をお知らせいたします。

※詳細は下記ウェブサイトより応募要領本文をご確認ください。

公益財団法人 日本自然保護協会

モニタリングサイト1000里地調査事務局（担当：後藤・藤田・朱宮）

TEL 03-3553-4104 FAX 03-3553-0139 Mail moni1000satochi@nacsj.or.jp

ウェブサイト http://www.nacsj.or.jp/activities/guardians/moni1000

☞ もしくは で検索モニ1000里地


